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Investigation of cosmic ray events around ~660 BCE using cosmogenic nuclides 
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樹木年輪の 14Cや氷床コアの 10Beや 36Clは、過去の大規模な Solar Energetic Particle (SEP)イベン

トの良い代替データと考えられている（Miyake et al. 2019）。近年、紀元前 660年頃に、ドイツ産

と国産樹木の 14C濃度とグリーンランド氷床コアの 10Be濃度と 36Cl濃度に急激な増加が報告され

た（Park et al. 2017; O’Hare et al. 2019; Sakurai et al. in press）。これら複数核種の増加比から、原因

は大規模な SEP イベントと考えられており、その規模は 2005 年に発生した SEP イベントの 208

±39倍と見積もられている（O’Hare et al. 2019）。また、単一の SEP イベント起源と考えられてい

る西暦 774/775年のイベントと比べると、紀元前 660年頃のイベントは 14C濃度増加にかかる時間

が数年長く（Park et al. 2017; Sakurai et al. in press）、複数の SEP イベントの連続発生が示唆されて

いる（Sakurai et al. in press）。 

しかし、紀元前 660年頃のイベントを SEP 起源と結論付けたグリーンランドの約 1年分解能の

10Be データは、NGRIP 氷床コアを用いた分析のみであり、NGRIP データの急激な 10Be 増加がみ

られる直前のデータが欠損しており正確な 10Be 濃度変動が不明である（O’Hare et al. 2019）。紀元

前 660 年頃のイベントについて更なる知見を得るために、我々は南極ドームふじ氷床コアの約 1

年分解能の 10Be濃度を分析した。ドームふじ地点における当時のバックグラウンドレベルを正確

に見積もるために、分析した期間は紀元前 660 年周辺の約 70年分である。また、堆積過程の影響

を評価するために、10Be と同時間分解能の Na+イオンの分析を行った。本講演では、得られた測

定結果や、先行研究の核種データとの比較などについて報告する。 
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